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はじめに                                                                 
この度は Classic Pro パワードミキサーをお買い上げいただき、誠に有難うございます。製

品の性能をフルに活用し、末永くお使いいただくためにこの取扱説明書を必ずお読みくださ

い。なお、本書が保証書となりますのでお読みになった後は大切に保存して下さい。 
 
使用上のご注意 
z この取扱説明書にしたがって操作してください。 
z 水には大変弱いので、雨などがかからないよう十分ご注意ください。 
z 内部には精密な電子部品が多数実装されています。移動および輸送時には大きな衝撃が

加わらないようにして下さい。 
z 本機の設置場所は直射日光の当る場所やストーブの直前など、高温になりやすい場所を

避け、なるべく通気性の良い場所でご使用ください。 
z 定格電圧 AC100V、50/60Hz でご使用ください。 
z 電源コードは機材への挟みこみなど、無理な力が加わらないよう、ご注意ください。 
z 故障や感電事故を防止するとともに、性能を維持する為にもケースを開けて内部に触れ

たりしないでください。修理が必要なときには販売店、もしくは正規代理店までお問合

せください。 
 
基本機能 
z モノラル入力チャンネルには、ゴールドメッキ仕様 XLR 端子と、バランス仕様 TRS フ

ォン端子搭載 
z 超低ノイズ、ディスクリート・マイクプリアンプ。+48V ファンタム電源 
z 高ヘッドルーム。幅広いダイナミックレンジを実現 
z 2 ステレオ入力チャンネル、TRS バランス仕様フォン端子 
z 多目的に使用できる AUX ステレオライン入力 1 系統 
z バランス入力により、原音に忠実な音声を再生 
z 全チャンネルに 3 バンド EQ を搭載 
z 全モノラルチャンネルにピーク LED、スイッチ切替可能なロー・カット・フィルターを搭

載 
z 各チャンネルに 2AUX センドを搭載、外部エフェクターに信号を送信したり、モニタ

リングが可能 
z メイン MIX コントロールルームとヘッドフォン出力を個別に装備 
z メイン MIX、コントロールルーム/ヘッドフォン出力に割当て可能な 2 トラック入力 
z 9 セグメント LED メーター 
z 50W+50W（4Ω）のパワーアンプ部 
z 高品質 45mm フェーダー、シールド・ポテンショメーター 
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フロントパネル                                                           
 
1. マイク入力（XLR） 

マイクを接続します。リアパネルの

PHANTOM（4）を ON にしてファンタ

ム電源を供給することもできます。 
2. LINE 入力（TRS フォン） 

バランスフォン、アンバランスフォンの

両方に対応します。マイク入力を除くラ

インレベルでの入力に適します。 
3. ロー・カット（モノラル ch のみ） 

100Hz 以下の周波数帯をカットします。

マイクのポップノイズや低域ハムノイズ

の除去にも適しています。 
4. ゲイン 

このつまみで入力信号の感度を調整し

ます。 
5. EQ HIGH（10kHz） 

高域周波数をコントロールします。中心

でフラット、左に回すと最大 15dB のカ

ット、右に回すと最大 15dB のブースト

ができます。 
6. EQ MID（2.7kHz） 

中域周波数をコントロールします。中心

でフラット、左に回すと最大 15dB のカ

ット、右に回すと最大 15dB のブースト

ができます。 
7. EQ LOW（100Hz） 

低域周波数をコントロールします。中心でフラット、左に回すと最大 15dB のカット、右に

回すと最大 15dB のブーストができます。 
8 MON 

MON OUT から出力される音量レベルをコントロールします。 
9. EFF 

内蔵エフェクト、または EFF SEND より出力される音量レベルをコントロールします。 
EFF SEND に外部エフェクター等を接続しますと内蔵エフェクトが自動的に解除されます。 
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10. PAN 

音声信号の定位を定めます。つまみを左側一杯に回すと信号は左に定位します。反対に右側

一杯につまみを回すと信号は右に定位します。つまみを中心に設定すると、同レベルの信号

が左右両方のチャンネルに送信され中心に定位します。 
 
11. チャンネルボリューム 

チャンネルの最終的な音量を決定します。 
 
12. EFF RETURN IN L 

EFF SEND から外部エフェクターで処理した信号のリターン端子として使用します。外部エフ

ェクターの L 出力を接続してください。また EFF RETURN IN R と合わせてステレオ入力とし

ても使用可能です。 
 
13. EFF RETURN IN R 

EFF SEND から外部エフェクターで処理した信号のリターン端子として使用します。外部エフ

ェクターの R 出力を接続してください。また EFF RETURN IN L と合わせてステレオ入力とし

ても使用可能です。 
 
14. ステレオライン入力（L） 

 
15. ステレオライン入力（R） 

ステレオ入力チャンネルとして使用することができます。各チャンネルごとに 3 バンド EQ を活

用可能です。MD、CD などの出力信号を入力するのに最適です。 
 
16. ゲイン 

このつまみで入力信号の感度を調整します。 
 
17. EQ HIGH（10kHz） 

高域周波数をコントロールします。中心でフラット、左に回すと最大 15dB のカット、右に

回すと最大 15dB のブーストができます。 
 
 
18. EQ MID（2.7kHz） 

中域周波数をコントロールします。中心でフラット、左に回すと最大 15dB のカット、右に回す

と最大 15dB のブーストができます。 
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19. EQ LOW（100Hz） 

低域周波数をコントロールします。中心でフラット、左に回すと最大 15dB のカット、右に回す

と最大 15dB のブーストができます。 
 
20. MON 

MON OUT から出力される音量レベルをコントロールします。 
21. EFF 

内蔵エフェクト、または EFF SEND（25）よ

り出力される音量レベルをコントロールしま

す。EFF SEND に外部エフェクター等を接続

しますと内蔵エフェクトが自動的に解除され

ます。 
22. PAN  

音声信号の定位を定めます。つまみを左

側一杯に回すと信号は左に定位します。

反対に右側一杯につまみを回すと信号は

右に定位します。つまみを中心に設定す

ると、同レベルの信号が左右両方のチャ

ンネルに送信され中心に定位します。 
23. チャンネルボリューム 

チャンネルの最終的な音量を決定します。こ

のつまみで他チャンネルとの MIX 具合を調

整してください。 
24. MON 出力 

外部モニターアンプに信号を送信します。 
25.  EFF センド 

外部エフェクターに音声信号を送信しま

す。その場合 PM602FX/PM802FX の内

蔵エフェクターは自動的に解除されます。 
26.  メイン出力 

ステレオメイン出力です。外部パワーア

ンプに接続することができます。 
27. INSERT 

最終段の信号に EQ やコンプレッサーを

接続するときに使用します。接続にはイ

ンサートケーブルを使用してください。 
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28. TAPE ボリューム 

TAPE OUT（35）より出力される信号のレベルを調整します。 
 

29. EFF RETURN ボリューム 

内蔵エフェクト、および EFF RETURN（12）からの入力信号のレベルを調整します。 
 
30. MON ボリューム 

MON OUT（24）から出力される信号のレベルを調整します。 
 
31. MAIN/TAPE ボタン 

MAIN の信号と TAPE IN からの信号を切り替えます。押し込んで TAPE モードにした場合、

MAIN 信号は遮断され TAPE IN からの信号のみをモニターできます。 
 
32. PEAK 

MAIN 信号のピークを表示する LED です。頻繁に点灯する場合はレベルが大きく音も歪みが発

生しますので MAIN ボリューム（33）を絞ってください。 
 
33. MAIN ボリューム 

MIX 信号の最終レベルを調整します。 
 
34. TAPE 入力（RCA ピン） 

ステレオテープ入力です。メイン出力やコントロールルーム、ヘッドフォン出力にも信号を

送信できます。 
35. TAPE 出力（RCA ピン） 

CD 、DAT 、MD 、テープレコーダーに接続し録音のための MIX 信号を出力できます。 
36. ROOM L /PHONES 

ヘッドホンを接続します。また CONTROL ROOM OUT の L チャンネル出力としても使用

できます。ヘッドホンを接続する場合、ROOM R（37）には何も接続しないでください。 
ROOM R にプラグを差し込むと、ヘッドホン出力が解除され、ROOM L のみの信号とな 
ります。 

37. ROOM R 

CONTROL ROOM OUT の R チャンネル信号の出力になります。また ROOM L /PHONES
（36）にヘッドホンを接続する場合には何も接続しないでください。ROOM R にプラグを

差し込むと、ヘッドホン出力が解除され、ROOM L /PHONES からは ROOM L のみの信

号となります。 
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38. UP 

 

39. DIGITAL EFFECT PROCESSOR SYSTEM 

 

40. DOWN 

 

41. PROGRAM DISPLAY 

16 プリセットの内蔵デジタルエフェクトです。切替は UP、DOWN ボタンにて行います。 
選択されているプログラムが番号にて表示されます。 
 
42. PH 

リアパネルの PHANTOM スイッチ（4）を ON にしてファンタム電源が供給されるとこの

LED が点灯します。 
 
43. METER 

9 セグメント LED のレベルメーターです。 
 
44. DC-15V LED 

本体電源が ON の時点灯します。 
 
45. DC+15V LED 

本体電源が ON の時点灯します。 
 
46. ROOM ボリューム 

ROOM /PHONES より出力される信号レベルを調整します。このつまみは MAIN ボリュー 
ム（33）と連動しています。したがってこのボリュームを上げるとスピーカー出力も大きく

なりますので、ヘッドホンで十分な出力を得たい場合はリアパネルの VOL（3）を絞り、

ROOM ボリュームと MAIN ボリュームを上げてください 
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リアパネル                                     

 
1. OUTPUT R 

R チャンネルのスピーカー出力です。スピコン端子でピンアサインは 1 番＋/－です。接続

するスピーカーの最小負荷は 4Ωです。 
2. OUTPUT L 

L チャンネルのスピーカー出力です。スピコン端子でピンアサインは 1 番＋/－です。接続す

るスピーカーの最小負荷は 4Ωです。 
3. VOL 

OUTPUT L/R から出力される信号レベルを調整します。このつまみを 0 にしますとミキサ

ーの音量が上がっていても OUTPUT L/R からは信号が出力されません。 
4. PHANTOM（ファンタム電源スイッチ） 

コンデンサーマイクを使用する際、モノラルチャンネルの XLR 端子に＋48V ファンタム電

源を供給します。使用の際はコンデンサーマイクの接続を終えてからスイッチを ON にして

ください。スイッチ ON の状態で PH LED が点灯します。 
5. AC 電源プラグ 

付属の電源ケーブルを接続します。 
6. AC ヒューズ 

ヒューズは必ず電源コードをコンセントから抜いてから取替るようにして下さい。20mm 
3.15A 250V スローブロータイプのヒューズがヒューズ・ホルダーの蓋の中に入っています。

交換の際は必ず同型で同値のものと取替えるようにして下さい。 
7. 電源スイッチ 

本体の ON/OFF をこのスイッチで行います。 
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接続と操作                                
 
1. PM602FX/PM802FX を電源に接続する場合、必ず付属の電源ケーブルをご使用くださ

い。また定格電源 100V、50/60Hz でご使用ください。 
2. PM602FX/PM802FX の OUTPUT をスピーカーに接続します。その際、ボリュームコ

ントロールはあらかじめ最低レベルに設定してください。 
3. マイクを MIC BAL 入力に接続してください。 
4. CD、MD、テープ等の信号を入力したい場合、機材を TAPE IN に接続してください。

TAPE レベルコントロール、MAIN 出力を適切なレベルに設定してください。 
5. PM602FX/PM802FX の出力信号を外部レコーダーに録音する場合、機材を TAPE OUT

に接続してください。 
6. 外部エフェクターでの信号処理をしたい場合、外部エフェクターを EFF SEND に接続

してください。また外部エフェクターで処理された信号は EFF RETURN に接続して

ください。 
7. ヘッドフォン及びコントロールルーム信号を ROOM/PHONES に接続してください。

ヘッドフォンの場合は ROOM/PHONES の L に接続してください。 
8. 外部イコライザーやコンプレッサーを接続する場合は INSERT に接続してください。 
9. 電源スイッチを ON にし、ボリュームコントロールを調整してください。電源スイッチ

が ON の場合、15V LED が点灯します。 
10. コンデンサーマイクを使用される場合、本体背面にある+48V ファンタム電源スイッチ

を ON にして下さい。 
11. MIC GAIN チャンネルフェーダーとマスターフェーダーを適切なレベルに設定してく

ださい。 
12. 内蔵エフェクトを使用する場合、お好みのプログラムを選択し、EFF レベルおよび

RETURN EFF レベルを調整してください。 
13. 必要に応じローカットボタンを押してください。 
14. ROOM OUT ボリュームコントロールにより、ヘッドフォンに送信される音声信号レベ

ルを調節できます。 
 
ご注意： 
z PM602FX/PM802FX に他の機材を接続する場合、予め全ての機材の電源を切り、マス

ターコントロールを最低レベルに設定しておいてください。 
z ヒューズを交換する場合、必ず同格品と交換してください（20m、3.15A、スローブロ

ータイプ） 
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典型的なセットアップ                           
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ブロックダイヤグラム                           
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TECHNICAL SPECIFICATIONS                       
 

入力 
モノラル CH 

マイク バランス仕様 XLR 
ライン バランス仕様 TRS フォン 

バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 
10Hz～50kHz＜±3dB 

THD＆N 0.05％（20Hz～20kHz） 
ゲイン・トリム 40dB 
等価入力ノイズ -124dB 

EQ HIGH：10kHz＜±15dB 
MID：2.7kHz＜±15dB 
LOW：100Hz＜±15dB 

ロー・カット 100Hz 12dB/oct 
ステレオ入力 

ステレオチャンネル バランス仕様 TRS フォン 
バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 

10Hz～50kHz＜±3dB 
THD＆N 0.05％（20Hz～20kHz） 

EQ HIGH：10kHz＜±15dB 
MID：2.7kHz＜±15dB 
LOW：100Hz＜±15dB 

EFF RET IN アンバランス仕様（フォン） 
バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 

10Hz～50kHz＜±3dB 
THD＆N 0.05％（20Hz～20kHz） 
TAPE IN アンバランス仕様（RCA ピン） 
バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 
THD＆N 0.05％（20Hz～20kHz） 

出力 
MAIN OUT（L/R） アンバランス仕様（フォン） 

最大出力 +20dB 
バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 

10Hz～20kHz＜±3dB 
THD＆N 0.05％（20Hz～20kHz） 

コントロールルーム出力 アンバランス仕様（フォン） 
最大出力 +20dB 
バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 

10Hz～50kHz＜±3dB 
MON 出力 アンバランス仕様（フォン） 
最大出力 +20dB 
バンド幅 20Hz～20kHz＜±0.5dB 

10Hz～50kHZ<±3dB 
THD＆N 0.05％（20Hz～20kHz） 

TAPE 出力 アンバランス仕様（RCA ピン） 
スピーカー出力 2×50W/4Ω 

周波数特性 20Hz～20kHz、±1dB 
S/N 比 ＞123dB 
抵抗 FULL=4Ω 
電源 AC100V、50/60Hz 

消費電力 150VA 
寸法 PM802FX：24.5W×13H×26Dcm、 

PM602FX：21.5W×13H×26Dcm、 
重量 PM802FX：6.2kg 

PM602FX：5.3kg 

 



  - 14 - 

 



  - 15 - 



  - 16 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 250
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


